
 

 

 

 

 

Ⅱ 令和３年度の事業実施概要 
 

 



 

１ 事業の現況 

 兵庫県は、基幹道路八連携軸を中心とする道路交通網の整備を通じて、都市と多自然居住

地域との交流促進、地域産業の振興、生活環境の高度化など県土の均衡ある発展と、地域文化

の発展による地域の活性化に取り組んでいる。 

 当公社は、兵庫県と連携して高速道路網整備の一翼を担い、基幹道路八連携軸を構成する

播但連絡道路、遠阪トンネル運営・管理を行っている。また、有料道路利用者へのサービスの

向上を図るため、播但連絡道路においてサービスエリア(ＳＡ)、パーキングエリア(ＰＡ)を

整備している。 

 

⑴ 営業路線（２路線） 

道 路 名 播但連絡道路（Ⅰ期～Ⅴ期） 遠 阪 ト ン ネ ル  

区 

間 

起  点 姫路市的形町 朝来市山東町 

終  点 朝来市和田山町 丹波市青垣町 

規 

模 

距  離 65.1 ㎞ 4.7 ㎞（うちトンネル 2.6 ㎞） 

幅  員 6.5ｍ（２車線）～14.Oｍ（４車線） 7.Oｍ（２車線） 

道路規格 第１種第３級及び４級 第１種第３級 

供  用  開  始 

一部  昭和48年11月１日 

（その後、順次部分開通） 

全線  平成12年５月27日 

昭和52年５月25日 

（改築）平成18年７月22日 

工  事  期  間 

昭和45年度～平成12年度 昭和48年度～昭和52年度 

ETC 平成19年度～平成20年度 改築 平成15年度～平成18年度 

総  事  業  費 1,821 億 8,600 万円 111 億 2,000 万円 

料 金 徴 収 期 間 
昭和48年11月１日 

   ～令和24年10月21日 

昭和52年５月25日 

   ～令和8年１月18日 

小 型 乗 用 車 / 観 光 

バ ス 全 線 通 行 料 金 
1,470 円／3,980 円 320 円／890 円 

 

 

 

 

  



 

⑵ サービスエリア・パーキングエリア 

名  称 市川サービスエリア 朝来サービスエリア 豊富パーキングエリア 和田山パーキングエリア 

施設内容 

レストラン、売店、

自動販売機、トイ

レ、公衆電話等 

レストラン、売店、

自動販売機、トイ

レ、公衆電話等 

コンビニエンスス

トア(南行のみ)、

自動販売機(北行

のみ)、トイレ、公

衆電話等 

自動販売機、トイ

レ等(南行きのみ) 

 

 

２ 営業路線の利用状況（令和３年度） 

⑴  車種別交通量 

  年間交通量は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた令和２年度からは回復

しつつある(前年比 104%)。 

 

路 線 
車 種 

播但連絡道路 遠阪トンネル 合   計 

普通車・中型車 10,147,515 1,996,373 12,143,888 

大型車・特大車 1,558,112 234,030 1,792,142 

軽自動車・二輪自動車等 3,277,042 605,806 3,882,848 

合 計 14,982,669 2,836,209 17,818,878 

1 日当たりの平均台数 41,048 7,770 48,819 

対前年比(％) 104％ 105％ 104％ 

対平年比(％) 90％ 90％ 90％ 

対計画比(％) 94％ 82％ 92％ 

注１）交通量は、料金所出口の有料通行車台数 

注２）対平年比は、新型コロナウイルス感染症前の平成 28 年度から 30 年度の平均に対する比率 

注３）対計画比は、有料道路事業申請時の計画値（年度別交通量）に対する比率 

 

 

 

  

(単位：台) 



 

⑵ 月別交通量 

                                                        (単位：台) 

 線 
月 

播但連絡道路 遠阪トンネル 合   計 

令和３年４月 1,189,914 200,607 1,390,521 

５月 1,126,517 200,498 1,327,015 

６月 1,174,709 194,681 1,369,390 

７月 1,334,474 247,526 1,582,000 

８月 1,273,108 256,660 1,529,768 

９月 1,208,836 220,021 1,428,857 

10月 1,346,498 249,106 1,595,604 

11月 1,374,261 275,826 1,650,087 

12月 1,356,225 249,743 1,605,968 

令和４年１月 1,196,962 251,499 1,448,461 

２月 1,072,641 226,252 1,298,893 

３月 1,328,524 263,790 1,592,314 

合    計 14,982,669 2,836,209 17,818,878 
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⑵  料 金 収 入 

 

路 線 
内 訳 播但連絡道路 遠阪トンネル 合   計 

現 金 319,941 56,554 376,495 

クレジット等 4,408,139 764,003 5,172,142 

回数券 － 62,017 62,017 

合 計 4,728,080 882,574 5,610,654 

1 日当たりの平均料金収入 12,954 2,418 15,372 

対前年比(％) 105％ 105％ 105％ 

対平年比(％) 92％ 91％ 92％ 

対計画比(％) 91％ 106％ 93％ 

注１）クレジット等には、各種クレジット、大口利用者の後納払いが含まれている 

（遠阪トンネルはＥＴＣクレジットのみ利用可） 

注２）回数券は販売額 

注３）対平年比は、新型コロナウイルス感染症前の平成 28 年度から 30 年度の平均に対する比率 

注４）対計画比は、有料道路事業申請時の計画値（年度別料金収入）に対する比率 

 

(4) 収 支 状 況 

 令和３年度決算では、料金及び道路占用料等の収入は 5,618 百万円に対し、維持管理費

等の費用は 5,407 百万円であり、収支率（100 円の収入を上げるのに必要な費用）は 96 円

となる。 

 また、財源確保のため料金徴収期間を 10 年間延伸して実施する播但連絡道路の橋梁・ト

ンネルの大規模修繕及び新たな橋梁の耐震対策に係る費用 552 百万円を除くと 86 円とな

る。 
 

    

 

 

 

 

 

注１）( )書は、播但連絡道路の橋梁等の大規模修繕、橋梁の耐震対策の費用を除いた金額を記載 

 

  

路 線 
内 訳 播 但 連 絡 道 路 遠 阪 ト ン ネ ル 合   計 

収 入 (A) 4,735,356  882,956 5,618,312  

費 用 (B) 
5,003,459  

(4,451,450) 
403,870 

5,407,329  

(4,855,320) 

収支率(―×100) 
106 円 

(94 円) 
46 円 

96 円 

(86 円) 

  
(単位：千円) 

(単位：千円) 

Ｂ 
Ａ 



 

３ 附帯事業の営業手数料  

  サービスエリア等の営業委託による令和３年度営業手数料は、20 百万円となっている。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響はあるものの、前年度に比べ売上額の増加   

により、収入は対前年比 1 百万円の増額となった。 

 

名 称 市川サービスエリア 豊富パーキングエリア 合   計 

営業手数料 10,821 9,654 20,475 

対 前 年 比 104％ 103％ 103％ 

注１）朝来サービスエリアは、第三セクターの直営（道路占用） 

 

 

 

 

 

  

(単位：千円) 



 



 

[参考] 

⑴  基幹道路八連携軸 

 県土の骨格を形成し、県全体の発展基盤となる基幹道路八連携軸は、日本海太平洋軸、播

磨丹波但馬軸、播磨但馬軸、播磨因幡軸の南北４本、阪神播磨臨海軸、中国内陸軸、山陽内

陸軸、日本海沿岸軸の東西４本の基幹軸から構成されている。 

 当公社が管理する播但連絡道路は播磨但馬軸として、遠阪トンネルは播磨丹波但馬軸の

一部としての役割を担っている。 

整備状況（令和４年４月現在）                   （単位：km） 

軸名称 供用中 事業中 未着手 合計 

日本海沿岸軸 23.2（45.7％） 12.5（24.6%） 15.1（29.7%） 50.8 

中国内陸軸 121.6（100.0％） - - 121.6 

山陽内陸軸 127.8（100.0％） - - 127.8 

阪神播磨臨海軸 141.3（63.1%） 24.1（10.8%） 58.5（26.1%） 223.9 

播磨因幡軸 33.7（100.0%） - - 33.7 

播磨但馬軸 94.6（93.0%） 7.1（7.0%） - 101.7 

播磨丹波但馬軸 49.7（64.8%） 10.0（13.0%） 17.0（22.2%） 76.7 

日本海太平洋軸 180.3（100.0%） - - 180.3 

合計 772.2（83.0%） 53.7（5.9%） 90.6（9.9%） 916.5 

注）各路線の延長は兵庫県内の延長である。なお、ルートの定まっていない路線については想

定延長としている 

⑵  基幹道路八連携軸における公社管理路線の構成比 

ア 播但連絡道路 65.1 ㎞：播磨但馬軸 101.7 ㎞ 

イ 遠阪トンネル 4.7 ㎞：播磨丹波但馬軸 76.7 ㎞ 

ウ 全体の構成比は、基幹道路八連携軸 916.5 ㎞に対し、計 69.8 ㎞で 7.6％を占めている。 

 

  


